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P1～P2 日臨技支部医学検査学会開催報告（２）【中部圏支部】【中四国支部】 

P3 都道府県技師会 各地での取り組み（岡山県編） 

P4 広島県臨床検査技師会 災害時支援活動で広島県と協定締結 
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深澤恵治 
横地常広 

日臨技支部医学検査学会開催報告（２） 

2024年度  中部圏支部医学検査学会  
どうするタスク ～ 愛知に集い、技師の働き方を考える ～ 

学会長  藤田 孝  

 11月２日（土）、３日（日）の２日間にわたり、

「令和６年度日臨技中部圏支部医学検査学会」を名古

屋国際会議場にて開催いたしました。本学会には

1,318名の方にご参加いただき、盛会裏に終了するこ

とができました。ありがとうございました。 

 本学会の準備は今から遡ること約１年程前、令和５

年９月に第１回実行委員会を開催し本格的にスタート

しました。毎月１回の実行委員会を重ね、メインテー

マは「どうするタスク ～ 愛知に集い、技師の働き方

を考える ～」にしよう、特別講演は八丁味噌を取り

上げよう、教育講演は天気痛を取り上げてはどうか、

もう１題、救急医療と検査を取り上げよう、と企画が

決まって行きました。その後も能登の震災企画を取り

入れよう、エコーライブ企画を開催しよう、RCPCをプ

ログラムに組み込めないか、展示会場ではスタンプラ

リーをした方が参加者が展示会場に集まるのでは、と

実行委員からいろいろな提案が上がり、最終的にはた

いへん盛沢山な企画をみなさんに楽しんでいただける

ことになりました。 

 実行委員会がスタートした当初は、まだまだ先とい

う思いと、不安しかなかった学会も、あっという間に

半年、１年と時が過ぎ、実行委員会の中心的業務も企

画・立案から運営細部の決定・準備へと移って行きま

した。それとともに実行委員の睡眠時間も徐々に削ら

れて行きましたが、皆が刻苦精励に頑張ってくれまし

た。実行委員の苦労を顧みない献身的な活動に頭が下

がるとともに、たいへん心強く思い、私の当初の不安

は杞憂であったと思うことができました。 

 開催も目前に迫った頃、南太平洋上で台風が発生し

ました。当初は台湾方面に向かっていたのであまり心

配していなかったのですが、台湾付近から進路を変え

日本に向けて北上してくるではありませんか。さすが

にちょっと焦りました。幸い、九州手前で熱帯低気圧

に変わったことから大きな被害に見舞われることはあ

りませんでしたが、学会初日は激しく雨が降る時間帯

もありました。荒天にもかかわらず大勢の方が会場に

足を運んでくださったことに救われた思いがいたしま

した。天候不良による公共交通機関の運転見合わせで

横地会長の名古屋入りが変更になり、当初の会長基調

講演の時間には間に合わないことから、プログラムを

エコーライブ企画 学生フォーラム 
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2024年度  中四国支部医学検査学会  
新時代  ～ 今こそ臨床検査技師の真価を問う  ～ 

学会長 先灘 浩功     

 令和６年11月２日（土）～３日（日）、令和６年度

日臨技中四国支部医学検査学会（第57回）を、とりぎ

ん文化会館（鳥取県鳥取市）にて開催いたしました。

日本臨床衛生検査技師会、中四国支部臨床検査技師

会、賛助会員の皆様のご協力・ご支援のもと、盛大な

会を執り行うことができましたことを心より御礼申し

上げます。 

 学会初日は台風の影響のため、鳥取市への交通機関

が運休や通行止めとなり、来県を予定されていた方に

とって参加を断念せざるを得ない状況となったこと

は、主催者としても非常に残念でした。しかしながら

このような状況にもかかわらず、718名の方々にお越

しいただきましたことに感謝申し上げます。 

 『新時代 ～今こそ臨床検査の真価を問う～』を本

学会のテーマとし、我々臨床検査技師が目指すべき

『新時代』について語り合い、そして学びながら臨床

検査技師の価値、真価を見出す実り多き学会となりま

した。『学』の企画においては、横地常弘会長による

基調講演、宮原祥子執行理事による日臨技企画、特別

講演には鳥取大学医学部附属病院高度救命救急セン

ター教授の上田敬博先生、砂の美術館総合プロデュー

サーの茶園勝彦先生、そして教育講演に高村好実先生

のご講演に多くの聴講をいただきました。また、一般

演題、シンポジウムにおいても活発な討議がなされま

した。ハンズオンセミナーにおいては講師のご配慮に

より、時間の許す限り多くの方々に技術の伝承を行っ

ていただきました。また学会を盛り上げる『心』の企

画には、鳥取城北高等学校による「書道パフォーマン

ス」で来場者に感動を伝え、「がいな万灯」では湯田

会長が万灯を担ぎ、来年の日本医学検査学会の成功を

祈願いたしました。『食』の企画では、情報交換会や

ランチョンセミナーで多くの方々に鳥取の食を堪能し

ていただけたかと思います。 

 今回、鳥取県臨床検査技師会は『次世代への継承』

をコンセプトに掲げ、若手中心の実行委員会メンバー

で学会を企画運営いたしました。様々な問題もありま

したが、多くの方々の支えにより無事学会を終えるこ

とができました。この学会が、「新時代の学会」とし

て、参加された皆様の心に刻まれたのであれば、我々

の想いをお伝えすることができたのではないかと思い

ます。 

 令和７年５月には第74回日本医学検査学会を鳥取県

臨床検査技師会が担当いたします。この学会を通じて

得た熱意・団結力を日本医学検査学会でも発揮したい

と思います。是非、日本医学検査学会にご参集いただ

きますようよろしくお願いいたします。 

 最後に、本学会開催にあたり、ご支援いただきまし

た日本臨床衛生検査技師会、中四国支部臨床検査技師

会、賛助会員の皆様に心より御礼申し上げます。  

一部変更して対応することとなりました。ちょっとし

たトラブルではありますが、過ぎてみれば良い思い出

となります。 

 本学会にご参加いただきました皆さま、ご協力いた

だきました皆さまには至らぬ点が多々あったかと思い

ますが、７年振りの愛知県開催ということでご容赦く

ださいますようお願い申し上げます。本学会が盛会裏

に終了できたのも、会員の皆さま、協賛いただきまし

た企業の皆さまのご協力なくしては成し得なかったこ

とであり、皆さまに深く御礼申し上げます。 

ハンズオンセミナー 

書道パフォーマンス 
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岡山県3団体連絡協議会   

Okayama Technologist Cubic(OT3)  

一般社団法人 岡山県臨床検査技師会 

会長 藤岡 克徳             

 全国47都道府県それぞれに臨床（衛生）検査技師会があります。各都道府県技師会では日臨技と連携した活

動のほか、地元の医療関連団体や自治体、時には企業とも協力して地域に根差した独自の活動を行っていま

す。今回は同県の診療放射線技師会、臨床工学技士会と協議会を設置し、研修会やイベントなど様々な活動を

行っている、岡山県技師会の取り組みについて紹介いたします。 

 岡山県臨床検査技師会と岡山県診療放射線技師会、

岡山県臨床工学技士会は2011年５月１日より、岡山県

３団体連絡協議会（Okayama  Technologist  Cubic 

(略してOT3)）を発足しています。OT3ではチーム医療

を推進し、３団体の相互理解を深めることを目的とし

て講演会や勉強会などを持ち回りで開催しています。 

この度、2024年８月４日（日）にライフパーク倉敷 

市民学習センター大ホールにおいて、2024年度「第13

回 Okayama Technologist Cubic(OT3) コラボセミ

ナー 本気で病院ごっこしよう!」が開催されました。 

今回このイベントは岡山県臨床検査技師会が主催とな

り、５年ぶりの開催となりました。医師や看護師とと

もに医療の現場ではたらく特別な技術をもった臨床工

学技士、診療放射線技師、臨床検査技師について、広

く県民の皆さまに関心を持っていただき、それぞれの

役割や業務内容について知っていただくことを目的と

しています。 

 なお、実務委員は各技師会の役員や県内各医療施設

≪ 内容 ≫ 
 

1.臨床工学技士会： 

手術室体験、内視鏡手術体験など 

2. 診療放射線技師会： 

3次元画像でみるヒトのカラダ、エックス線撮

影、ヒトの骨の仕組みなど 

3. 臨床検査技師会： 

顕微鏡体験、超音波検査体験、心電図装着体験

など 

4. 出前オープンキャンパス 

5. 塗り絵コーナー、輪投げコーナーなど 

の医療従事者などで運営しています。 

 本イベントの参加者は187グループ、611名（未就学

+小学生301名を含む）で大盛況のもと終えることがで

きました。臨床検査体験では、顕微鏡ではたらく血液

細胞を観察し、超音波装置をくだものゼリーにあてて

見え方を学んだり、心電図の波形を模倣した輪投げで

遊ぶなど、未就学児から高校生まで貴重な体験をして

いただけたと思います。  

 次回は岡山県診療放射線技師会の主催で行事が開催

される予定です。 

実行委員 

手術室体験 

（臨床工学技士会） 

立体画像体験 

（診療放射線技師会）  

エコー体験 

顕微鏡体験 

≪ 会場風景 ≫ 
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（編集後記）気象庁によると三陸沖で海洋表層300mに至るまで、過去に例のない顕著な高温となっていたこ

とが発表されました。宮城県気仙沼で太刀魚や伊勢海老も確認され、異常気象の影響は国民の生活基盤にも

変調をきたしそうです。三陸での海藻が減少し雲丹や鮑の減少、秋刀魚や毛蟹の漁獲量が減るとおすすめの

三陸の味覚が失われるのは悲しいですね。季節の美味しいもの食することで、体力気力の向上を保ち日常の

活力にしたいですね！                                  （千葉） 

広島県臨床検査技師会 会長 米田 登志男    

 広島県臨床検査技師会と広島県は９月20日付で災害

発生に備えた「広島県災害時公衆衛生チームの協力」

に関する協定書を締結しました。広臨技は災害時、県

の公衆衛生チーム保健衛生班からの求めに応じて会員

を派遣し、県の災害時公衆衛生活動マニュアルに基づ

いて健康状況把握や健康相談、衛生管理などの活動を

担います。 

 広島県では災害発生時に迅速かつ適切な公衆衛生支

援を行うため、関係職能団体等の協力を得て、これま

での医療救護班、心のケア活動等を統合した「広島県

災害時公衆衛生チーム」を設置しており、これまで19

の関係団体が協定を締結しています。６年前の西日本

豪雨災害で広臨技が実施したDVT検診の実績等を認め

られ、１か月程度のスピード締結に至りました。協定

締結にあたり、広臨技として協定に基づく支援活動に

しっかり対応できるように、マニュアルの整備を含め

緊急時の会内体制などを再確認していきたいと考えて

います。 

広島県健康福祉局 北原 加奈子局長（医学博士）と 

広島県臨床検査技師会代表団 

 大規模災害時には会員施設における臨床検査機能を維持することの他、被災地の求めに合わせてJ-MAT

（日本医師会）や日本赤十字等と共同し、活動できる臨床検査技師が必要となります。本講習会は、いつ

どこで起こるかわからない災害に備え、全国的な支援人材の育成を目的としています。 

 大規模な災害発生時におけるマネジメントや情報収集、被災地外からの支援の在り方とともに、災害対策

本部の運営に関する知識を学んでいただきます。 

 オンデマンド配信によるWeb研修会となります。興味を持たれた方は是非ご受講ください。 

 会  期  : 令和６年８月１日（月）～令和７年２月28日（金） 

 会  場  : Web開催（日臨技Web研修会システム）  

受  講  資  格：日臨技会員 

受  講  料 ：無料 

点  数  付 与 ：生涯教育研修制度 基礎教科 20 点 

申込・受講方法： 会員専用ページより①事前参加申込み  

         → ②事前参加申込済一覧から受講 

① 

② 


